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[1] R4 の 基底 E =
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〉
について、基

底の取り換え E → F の行列 P と、基底の取り換え F → Eの行列 Q を求めよ。

[2] P3(R) の 基底 E =< 1, x, x2, x3 > に関する、線型変換 T の行列 A を求めよ。ただし、

(Tf)(x) =
∫ 1

0

(x− t)3f(t)dt

とする。

[3] C3 の線型独立系
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からシュミットの直交化法を用いて、正規直交系を作れ。

[4] P3(R) の 基底 E =< 1, x, x2, x3 > から、シュミットの直交化法を用いて、正規直交基底を作れ。ただし、

(f, g) =
∫ 1

0

f(x)g(x)dx

とする。
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